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序 に か え て

上 田市教育長 山 極 真 平

上田市の塩田平は、古代か ら近世にわたって築かれた政治・ 文化の面影が今で

もそこに暴 られ、歴史性豊 かな土地がらで数多 くの文化財に意まれてかります。

特に古墳については、現在確認されているだけでも84か所に及び、全市域 に所

在す るそれの約 /3強 を 占め、極めて学術的な興がそそ られる地域であります。

この塩 田平 を眺望する大学 手塚字金井 に立地す る皇子塚古墳は、 私 ども少年時代

に この呼称その ものに さえ不 思議に夢をいだかせ、何かす ばらしぃ謎 を抱いてい

るものとして印象されておりま した。皇子塚古墳は昭和 48年度に市の史 跡に指

定 され、その 学術的解 明が待たれ てか うなしたが、 この 4月 か ら 1か 月にわた っ

て上 田市文化財調査委員の小林幹男先生に調査をか願いし、発堀 調査 を実施す る

運 び にな りま した。

調査は、上田高校、上田染 丘高校歴史班 の方 々の協力を得なが ら、古墳 を覆っ

ていた雑木 を伐 り除 き、石室内の上砂を除去 したところ、内部から完形の瓶 をは

じめ多 くの貴重 な資料が発見され、古墳の規模 など主要 な確認が なされま した。

そ して この古墳 が、 この地方に一帯に多 く分冷する袖な し型横穴式石室を もつ古

墳時代後期の円墳 であるこ とが判 明したのであ ります。 このように学術 的にも意

義 のある文化財は調査の終了に とどまらず、末永 く私たちの 手で護ってい く必要

性にせな られる ものであります。

所詮、その整備をはじめ、 古墳 自体の保 存対策とあわせて、 郷土 の文化遺産 に対

する強い関心 と豊かな愛情の喚起を呼 びかけて、真に文化 を理解 してい く努力を

今後 も地道 に続けていかねばな らない ものと、 この調査を通じていっそ 少の確信

を もった次第であ ります。
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例     言

O 本書は、上田市大字手塚字王字塚 480-2番 地に所在す る上田市指冠文化    °

財「 皇子塚古墳」の 発堀調査、 な らびに 出土遺物に関す る報告書である。

O この 調査は、皇子塚 古墳が上田市指冠文化財 となった のを機会に (昭和 48

年 4月 9日 指定 )、 上田市教育委員会が主体 となって、一部崩落 の危険が予知さ

れた石 室の保全と、墳丘の整備 を目的 として実施したものである。

O 発堀調査は、上 田市文化財 調査委員の小林が担 当し、上 田高等学校郷土研究

班と上 田染 谷丘高等学校歴史班の諸君の協力の下 に、昭 和49年 4月 7日 か ら 5

月 6日 の約 1ケ 月の休日等 を利用し、延 7日 間を要 して行なわれた。

o 墳丘 の測量 と石 室の実測は、 全員が分担 して行な榛、小林が調整 して トレス

した。 また、 出土遺 物の整理・ 実測・ 拓本 。写真の撮影は、 高校生諸君の協力を

得て小林が行なった。

① 本書 の執筆・編 集は、上田市教育委員会 と連絡を とうなが ら、発堀担当者で

ある小林 が、す べて 行な うことになった。

O 今回の調査 には、春の連 休などを返上 して、延 60人 にもか ょボ多 くの高校

生諸君が参加 し、 献身的に努力 して 調査に協力して くれた。 また、 地元の皆さん    。

からは、 あたたかいご支援 とご配慮 をい ただ き、 上田市教育委員 会文化 係の皆さ

ん には、 調査 の円滑な運営と実施のために、周到な準備 と配慮 をいただいた。

こ うして調査は、早春の塩 田平を望み なが ら、快 適な条件 の下で順調に行なわ

れた。 この調査が予期以上 の成果を収めて、 無事終了で きたのは、 これ らの多 く

の皆さんの ご協力 と献身的な努力の賜物である。 ここに報告書 を作成す るにあた

り、 心か ら敬意 と謝意を表す るもので ある。

1974年 9月  小 林 幹 男
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図版 1 皇子塚古墳 の環境

l■ 皇子塚古墳違望 m墳 頂 よ り塩 田平 を望 む

-5-



図
版
２
　
白
王
子
塚
古
墳
の
近
景

ω
調
査
前
の
玄
門
部

０

調
査
終
了
時
の
玄
門
部



転∴譲

図
版
３
　
白
工
子
塚
古
墳
の
全
景

い

（南
よ
り
写
す
）

的
石
室

（羨
門
よ
り
写
す
）

-7-



図版 4 遺物の出土状態
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図版 5 出土遺物 (1)
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出土遺物(2)



l 皇 子 琢 古墳 の位 置 と環 境

皇子塚古墳は、塩田子 を一望のもとに碁 さめる上田市大学手塚字王子塚 480-2番 地

のテラス状合地の先端部脊梁上に所在する古墳時代後期の円墳である。皇子塚古墳への道

は、 国鉄信越線の上田駅前から、千曲バスの別所線にかよそ 30分ほど乗っく 西塩田の

第 1図 皇子塚古墳 と周辺の遺跡  1:10.000

古 墳

遺 跡

709・ 710 上ノ山塚第 1。 2号

クチアケ嫁  716 東紺屋村古墳

731 五反田  732 堰ノロー

737 樋ノロ  738 滝沢  7

767 槻ノ木   768 上打 越

713 皇子塚古墳  714

722 ピフ塚

735 立石  736 東紺畠村

39 西紺屋村  740 命井

― ■ ―



金井で下車し、南方へだらだらと続 く河�萱を 10分 ほど進むと、今井集落の中央に達する

が、古墳はその南西隅にあたる標高かよそ550物 付近の合地上にあ乱 集激 ,あ る地籍

は、 女神岳東麓に発達した扇状地の扇頂部に位置 してい乳 また、古墳のある合地の南側

も、深 く開折されて、その末端に不翌池がつくられている。塩田子の南西隅に位置するこ

の合地は、両側をえぐられてき状となり、 盆地を一望する絶好の立地茶作にある。 このき

わめて恵まれた位置に築かれた皇子塚古墳は、 どのような人の墳墓であ ったか明らかでは

ない力ヽ 東隣りに
F｀

なり規模
鳥浴

きい社があり、「 皇子権現」を祀って必た という。その

後 この社は、明治41(1908)年 に入幡神社の境肉に移転され、その跡は夢准桑畑に

なって体る。そしてこの地籍から今回の関連調査にょって、少量の鬼高期の土師器が採集

されている。

この古墳は 現在「 皇子塚 」と呼ばれている力ゝ 古 く
墳易

王子塚」とも書き、「 かみやむ

ろ」とも呼ばれてい亀 因に、小学名は現在も王子塚と称 している。 この古墳カミ いつ頃

から「 皇子塚」と呼ばれたのか詳らかでない。 しかし、 この古墳の北東約 1・ 2 Kmの 王子

神社境内にも「 王子塚 」と称される古墳があるのてヽ 恐 らくこれと混同しないための呼称

であろ う。

王子塚古墳
陥)伝

に新田部親置の子氷上塩焼王を葬ったとあり、粥治 31年王子神社

に塩暁王が合祀されている。ま
れ )皇

子場古墳には、塩焼王の子某が葬 られたともぬう。

しかし塩院王は、ス干宝字8(764)年 の藤原イ中麻呂蟻
暴祈

際して擁立され、一党と

共に斬られたとあるから、 これがどのょうな経過で信濃の王子塚と関連したのか明らかで

ない。まえ 皇子塚に葬 られたとい う王の子某力ヽ 塩院王 と不破内親工の間に生れた子氷

上志計志麻呂であつたのか判然としなば力、 この王子は、不破内親王が不敬罪によって京

から追放されたときに、遠流に処せられ、土佐国に配されている。河ヽ山真男氏は、この伝
(6)

費祈
つ必く 古墳の雑 年代の考察から否定してぃる。 もし仮にこの年代に追葬があった

としても、他の一族の墓に王が葬 られるなど、不合理な問題が生ずるが、今回調査した皇

子塚では、 この時期の追葬は認められていな鳴 姓 の事実から、 この被埋葬老り伝承は、

少くとも度実 とは考えられな鳴 しかしこうした伝承の骨縦 、多 くの場捨なん らかの事

実を反典 しながら著名な話と女鉢 してフィクションされている。 この場合も、例えば国造

的勢力の国衛に対する反抗とか、中央の大事件に関連するょうな事件があり、それを塩焼

王がいくつかの斃語 な政変に関係していたことなどか ら符合させて構成したものとも考え

られる。

皇子塚古墳の マウンドに立てば、東南方には閣 IIを隔てて峨峨 たる独鈷の山脈力ヽ 四季
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こもごもの隆いをこらして連なり、特に早春の新緑と晩秋の紅葉の季節が美し鳴 さらに

東方か ら北方へと限を移せば、塩田平に岬のょうにのびる小牧LLAの 彼方に、悠揚 と白い

煙をえなびかせる浅間火山とその山脈、そして神川の峡谷をはさんで、上剛盆地の象徴と

いわれる太郎の山脈が続いている。

塩田子の周囲には、独鈷山脈・ 小牧山塊 。西部山地などが連なり、閤陸的な気象を呈し

ているため、南方から北方に向かって挟騒となる扇状唸 地の中に、大小 100に もかよ

ぶ溜池がつ くられている。しかし、また塩田子には 数多くの月ヽ河サIIが あり、独釘わ出裾

を貫流して北東流する産川を主軸として、東山麓の尾根)it西山麓の湯サIに その下流の縫

合線を東に尻無)it西 に追開沢川などの流れが大地を潤して、優れた文化を育んでき亀

幻田語は 「 信州の鎌倉」と呼ばれるように 中世の期鼈 産が多吼 しかし、また「町

全体が歴愛博物」ともいわれるょうに、原始社会以来の歴史の宝庫である。上田市教育委

員会が、昭和46年以来 3年余りの絨 を要して実
費詐

た_Lm市 全域の埋蔵文化財分布調

査にょれは 塩田平り遺跡数は、各期を訪 190、 古墳は確認されたものだけでも84

基にな ょんでいる。 この分冷数 を■m市全域のものと厳 して示せば(遺跡数では 31・

3努、 古墳では 40笏 にあたり、特に縄丈期の遺跡では 43・ 6ム 弥生期では 52¢、

古墳時代では43,7笏 に達 し、まさに歴史の喧庫ということができる。

また、 これらの遺跡の分布を地図上で概観すれば、その大部分が閣 |1流域にあり、 これ

に次いで尾根サI腕域・湯ナ|1流 域の順となっている。そして古墳は、これらの支配地を眺望

し、かつ南血mして日当りのよ
"卜

牧山塊の東山一帯に多く、皇子塚 古墳の付迎ては、産

川西岸のクチアケ塚 。東紺屋村古墳の 2基と東岸 の日原第 1・ 第 2号墳の 2基、そして山

田地籍などにわずかに分海している。また、皇子塚周辺の遺跡は、台地の斜面と河 Hの両

岸 にわたって広く分布し、 縄文中期初噸ごろから弥生後穀D箱清水戒〔さらに古墳時代か

ら歴史時代にわたる複合遺助勁ミ多く、遺物の量 も豊富である。

このょうに豊かな経済力が育まれてきた塩田子には、ぃち早 く古代的政治権力が発生し、

成長してきたものと思われる。 しかし古墳に象徴される早 ^時期の政治権力は、わずかに

古墳時代中栽後半と推定される王子塚古墳のみである。現在のところ、それ以上にさかの

'す

ることも、それ以上の規模・ 数の古墳を求めることもできていな鳴 多 くの疑間を残す

この課題については、今後の研究の進展によって解明されることを期待したぃ。

註 1 塩田町 「 信州の鎌倉 塩田」 昭和 42年 塩田町

註 2 長毀   「 長野県町村誌 東信篇 」 昭和 11年 長期県町村誌刊行会
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註 3

註 4

註 5

註 6

註 7

註 8

註 1と 同眺 新田部経 の孫氷上 塩焼王 とあるが、新 田部経 の子 と思 う。

註 2と 同じ

「 続 日本紀 淳仁天皇天予宝字 8年 9月 29日 の条 」(新訂増補国史大 系 )吉川

弘支館                 ヽ

「 続 日本紀 称徳天皇 神護景雲 3年 5月 25日 の条 」 上掲書

小山真夫 「 小県都史」大正11年 小螂 局

小林幹男 「 上田市の原始・古代文化」 1974年  上田市教育委員会

発 堀 調 査 の 経 過

調査 の経 過

皇子塚古墳は、すで に明治以前 に盗堀されていたらしい。なた、 この地方では、王子塚

古墳とな らんでょ く匁ら れている古墳である。 この古墳の扱については、旧塩田町の ころ

い 、 議題になつたと聞いている。 こOIB塩田町 が昭和 45年に上田
幣

合併 して、まず

新町字王子 9番地の王子嫁古墳が南推定文化財 となり (昭和 46年 4月 8日 指定 )、 続い

て昭和47年 6月 8日 に
鰭ら

下之郷字塚穴原812-44番 地の他田塚古墳が市指定文化

財となった。この2基の古墳力、 指定文化財になると、次いで皇子塚古墳の扱いが話題に

のぼう/t。

上田市文化 財調査委員会では、 上記のよ う獨饉過から、この古墳を指定文化財候補物件

として調査することになり、 この調査を小林が担当することになつた。そ9A上 田染谷

丘高等学校歴史班の諸君の協力を得ながら、 古墳の保存状態・規模・構造などを数度にわ

たって調査し、 基礎的な計測を行なつて報告書を作成した。 この結果は、昭和48年 4月

2日 の調査委員会で審議され、上田市指定文化財候補物件として上田市教育委員会に答申

され為 その後 上田市教育委員会では 昭和 48年 4月 9日 に市指定文化財とすること

に決定し為

調査着手前の皇子塚古墳は、壌丘 全体が雑木に覆われて、形状を判男け ることさえ困難

な lrdど であった。また、石室は羨道部の天丼石 力it―われて、側壁の積石上面まで完全に埋

没 し、玄門部からようや く這って玄室肉へ出入できる状態であつた。また、玄室肉では、

西側壁部の積石本 一部大きく前面にせり出し、早急に補酸の必要が認 められた。

今回の調査は、 このような状況 にあつた皇子塚古墳に対して、市指定期ヒ財 としての燦
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境 の整備 と、側壁の保全・ 石室肉の清掃を目的として行なわれ亀 調査はまず墳丘上の雑

木を伐採することからはじめられた。 しかしこの作業ltす でに雑木 の多くがかなりの樹

齢に達し、 そこに藤蔓がからなっく 一同手になめを作って嬉命 に努力した八 相当厳し

い難作業となつた。伐採作業が完了すると、墳丘の状態を記録するために、 3o翻の コン

ター ,ラ インによって測量図を作成呟 引 き続いて自然推横した落乗等を除去する作業を

行 なつ/t。

石室の説墜は、まず妾道部と前庭部に崩落した土砂を除去する作業から着手吹 しだい

に水平に堀り下げた。上層音肋 層序的変化 は明 確でな く、かよそ 1筋 ほど堀り下げえ比層

から、中迎り内耳士器片と焼士層が検出され、 この古墳が開口後に住居のような役割を果

していたことが推考され亀 まな 玄室肉では かょそ 30翻ほど堀り下げた地層から、

寛永通宝等が出土し、 さらに15翻ほど堀り下げ ると、羨道部とかよそ水平リレベルから

内耳土器片と焼土層が検出され亀 この地層はきわめて硬 く、ようや くつ るはしによつて

砕いて堀 り下げ、およそ 15～ 20初で床面の敷石に達した。

出土遺物は 装身
具 i)武

器・馬具・ 土器・ 古銭 などで、かつて小玉の出土が伝えられて

いる力、 量 としては少なく、盗頻にょる隠滅が考えられる。しかし前庭部から検 出された

完形の細頸癌と、「 穴」字の書かれた石皿の発 見吹 今回の説査の特筆すべきものといえ

るだろう。

調査はさらに墳丘の周裾の追究と確認 30翻 コンターラインによる墳丘の測握、石室

の実測を行なって、無學終了した。な森 周i皇の調査は、部分的に着手したが、調蔭可能

な地点が狭小で、嘉府児の粂株に達するため、確認するまでの調査は行なわれなかつ /C。

註 1 武沢武登 刺 II多寿男「 王子塚 」上田市兆庭文化財調査絡 書  上国市教清委員

会

小辣幹男「 他田塚古墳」上田市指定文化財誠麿結 書8  上田市敢育委員会

小林幹男「 他囲塚古墳発堀調査報告書」 昭和48年  上田市教育委員会

信濃史料fl行会「 信濃考古綜覧 上巻」 昭和31年  信濃史料刊行会

調査 の構成

註 2

註 3

(1)

(2)

発堀調査の実施主体 上田市教育委員会

調査班の構成
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調査担当者 (調査主任 )

調 査 員

参 力日 者

(団 体 )

は)調査事務局

Ⅲ 調 査 日誌

小林幹男  上田市文化財調査委員

日本考古学協会会員

小野仁志  長野県上田高等学校教諭

上刀ヽ考古学研究会会員

白井恒丈  長野県上田染谷丘高等学校教諭

上小考古学研究会会員

長野県止日高等学校郷土研究班

長野県上田染谷丘高等学校歴史班

上田市教育委員会事務局

4月 7日 (日 ) 晴後雨

調査方法を話し合つた後、前庭部から伐採をは じめる。墳丘上は雑木に藤蔓がからんく

作業は困難をきわめrc。 高校生の諸君は、何人かが手にまめを作りながらも、懸命に作業

を続けた。墳頂部の作業力ヽ ようゃく3時 ごろまでに終了し、萌木のかかりと早春 の塩田

子の眺めが、一同の疲れをいやしてくれた。伐採した雑木の処理跡で きないため、前庭部

で焼却処分することにした。 しかし大量の雑木を焼いたため、なかなか消火できないで難

渋す為 幸い夕亥1か ら夕立になり、ようや く作業 を打 ち切って聴 につ く。

4月 28日  (日 )薄 曇

今 日から連休を利用して、本格的なヨ:蔭 に入る。 30余人の調査班を3班 に分けて、第

1班は30防のコングー・ ラインで墳丘の現状を測量 した後、墳頂音防 らゝ精査に着手する。

墳項部は盛土部分までかなりかなり流失 してい ることが認められ為

第 2班は居辺の雑木を伐採した後、周裾 の精欲 着手する。調査は北側に幅 1"、 長 さ

3%の Aト レンテ(Al～A3)と 幅 1牲 長さ4%のBト レンチ (Bl～ B4)を設定

して、周裾と周渥の調査を行なう。 夕亥Jま でに葺石を伴 う周裾を確認したが、調査可能な

地区が狭小なためもあって、周涅は明らかにで きなかった。他の地点はさらに私有地の桑

畑に接近しているため、周澤の追究を断念する。

第 3班は前庭部の灰を片付けた鉄 羨道部の絣土の除去から調査 に着手す為 鰈 終了

時 までに約 60翻ほど堀り下げる。また、羨道部のレベルに合わせて、 玄室内の発堀を進

残 玄門部で約40仏 奥壁部で約 20働 lrdど堀 り下げる。奥壁部付近は かなり授伴さ
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れ てぬることが明ら かになる。

出士遺雛 、崩士中か ら寛永通宝と士師器の破片教片であった。

4月 29日 (月 )曇 後晴

前日の作業を継続し、周裾の追求と墳上の精査は 夕刻までにほとんど完了する。羨道

部の調査は さらに進ん でるよそ40勁ほど堀り下げる。玄室肉の調査 もほはこれと平行

して進入 奥壁寄 りの 1夕 ぽどがゎずかに残る程度となつ穐

本日調査された部分の最下層 ¢妄進郡 (央壁より 5 2 ooPz、 西壁際ょり70勁付近 )と

玄室内 (奥壁 より410仏 西壁際より50翻勺近 )に、大勤 肉耳土器片が発用さ瓶

さらに 周 辺 にかなりの炭イウ,が 検出され亀 しかし作業終了の時間が追 り、本国の灰容

作業は 兒̀合わせ、遺物を土砂で覆って作業を終了する。

5月 3日 (金 )晴

今日はよく晴わたって、独鈷山の萌木と浅FH4の遠景が美し島 作業の会力を石室の調

査に集中し、玄室内と羨迫部の 2班で精査す る。 29日 に発 見された地点の内FEL器片は、

合計324点 を数な その脇か ら2個所 とも広範な炭化物の層と焼土層を検出した。焼士

層は径 40勁 ほどで、いずれもかなりの期間にわたって火を焚いていたことが 、そ例書の

厚 さからうかがわれ為          ■

このr5分 を精査した気  この層を堀り割って、ぉょそ 15～ 20勤 ほど堀り下げると、

床面の敷るに達快 その敷石の間から◆環 2、 勾玉 2、 管玉 2な どの副葬品が検出され為

また直力と、鋏鏃片 5な どの武器と轡は、玄門部の西壁際から、さらに完形の細頸瓶と破

片になつた掲転 器合と高杯は羨門部の西壁際からそれぞれ検出され亀 まぇ、提瓶の破

片の上に、 これを押し潰して、「 穴」字墨書のあるalllを発 見し注目された。 .

5月 4日 (土 )晴

今 日から墳丘の浪1ほ と石塵の精査を平行して行なう。石室の精査は夕刻までに終了し、

獲庄の測量は周裾部分を残してほぼ完了する。 本日は出士遺物なし。

NEKoSBC・ 毎 日新聞・ 信濃毎 日新聞・ 読売新聞等が取材する。

5月 5日  (日 )曇 時々小雨後晴

墳丘の測量を午前中に完了 呟 平行して行なった石室の笑頚1に主力を注くも 夕刻までに

床面と西壁面の実測 を完了 して、本日のf/Sを終了する。

5月 6日 (月 )晴

前日の実測作業を継続し、夕刻までに全作業を完了す為 今日も美しく晴わたっく 皇

子塚古墳の被理葬 灌協ミ眺めたであろう塩田子は、春の光に照♭映えてぃた。
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墳 丘 と石 室の構造

I 墳丘の規模 と構造

皇子塚古墳の墳丘は 羨道部の霧味に伴って、一部が破嬢・ 変形されているが、盛とに

よって構築されている古墳時代後翔ψ 円墳である。里伝によれば、かつては墳丘上に4本

の松があり、土地の人びとは、 この古墳のある地籍を「 4本松」とも呼んでいる。 しかし

4本の松は、その後 1本 が失われて、現在は 3本だけが残り、わずかに以言iの 面影を伝え

ている (図版 1)。

墳丘の規模は 東西径と南北径がともに 14・ 8初、高さが 3・ 3″ である(第 2図 )。

第 1表 皇子塚古墳の墳丘計測値 (東西径 )

上表は墳頂を基点として、墳丘の東西径を石室の中心線に沿って南、かよび北裾へ 1″

ごとの間隔で計沢1し、表示した ものである。

と飛奇よび第 1図で明らかなとなり、 墳丘の形態は、北麓 に対して南麓の東西径力耕こき

い蛤状を呈している。 従って 3o翻 ごとのコンター・ ラインは 北麓 では孤を描いている

が、羨道部のある南麓では直線に近い楕円状となっている。   .

境丘の構造は、盛土によって構築さ薇 中腹には茸石 は認められないが、周裾の末端に

は、多くの面のある 自然石を用いて葺石としている。まえ、地形的にみく 墳丘の議土は

内囲つ士砂を用いて構築し、 その詠が周 室ヽとなってぃるものと思われる。 しかし前述のと

か り今回の調査では確認されていない。 この点については、今後のよい機会をイ」用して、

私有地を含めた調査を行ない、周温つ所在を確認するとともは 古墳の範囲を確定してか

きたいものである。しかしこの部分は、幸い厚い覆士によつて保護 され、また、近い将来

に開発・ 破壊の危険はないといわれる。

皇子塚古墳は、以上の点を総合してみると、古墳時ボ後期のCク ラスの円墳であり、墳

丘の形態にその特色を認められるほかは、 最近調査された下之郷の他田塚古墳〔下室賀の

墳頂よ う鰯巨離 基 点 1 筋 2 タ 3 物 4 陶 5 ″ 6 ″ 7 ″

南 麓 の東 西 径

14.9
15。 2 15■ 6 14.5 13.6 12.3 4.0

北 値 の東 西 径 14.5 138 13.0 11.6 10.5 8.2 4.0
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神宮寺古養
11和

の蛇川原古基雀比較してみても、これらの古墳より規模は小さ鳴

註 1 小林幹男「 和宮寺古墳調査報告書」1974 上田市教育委員会

註2 小務幹男「 蛇川原古墳緊急発堀調査報告書」1974 東部町教育委員会

第 2図 皇子塚吉墳墳丘実測図
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2 石 室 の 規模 と構 造

皇子塚古墳の石室は、古墳時べ終末期の短躯な箱形のプランをもつ袖なし型横穴式石室

である。石室の規模は、奥壁幅が 2・ 02″、奥行 き全長が 6・ 10仏 玄門部幅が1・

62筋、玄室の奥行 き全振が 4・ 00″、羨 F鴨5幅が1,48″ 、羨門部奥行き全長が 2

・ 10仏 奥壁者の 高さが 2・ 08″、玄門部の高 さが 1・ 72″ である。廉面のグラン

は、第2表のとかり、奥壁部より1物 付近が最大幅で、そこから羨門部に向ってしだいに

狭月ヽとな り、前庭部はSW3ぜ に ンッパ状に開口している。

周  裾

2.82

石 室 内 の 位 置

第2表 皇子瘍古墳石塾の規模

石室の石積みは、面のある自然石を乱債み状に小回積みにして構築し、玄室部では5R

羨道轍 門寄りでは 12° の勾配をもつて、天丼に向かって縮約している。 しかし、妄道部

の石積みは、大部分が既に崩壊していずれかに運び去 られ、規模・構造を明 らかにす るこ

とができな嗚 石室の積石は、奥陛部と側壁の基礎にやや大 き目の石を用いている力ヽ 全

第 3図 皇子塚吉墳石室実測図(1)
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般に周辺の古墳ょり小さく、皇子塚古墳の時期的特色を示 している。

床面の敷石は 比較的平らな自然石を用いているが、盗堀 などによって徹去されている

らしく、部分的に全く失われてい為 また、ス井石は、玄室部に大きな1/Elを 8みのせて

構築しているが、羨道部は側壁の積石ととも低 すべて失われている。

また、前庭部西側壁寄うには、規則的に配置された敷石があり、その間から墓前祭に使

われたと思われる須恵器 (細頸瓶・ 提瓶・高ナヽ )が険出されている。

床面の敷石の上層碁ょそ 15～20働で検出された焼鍵 は 伴出した内耳士器片など

からみて石室がなんらかの事情によって開口され 崩士が堆積した後く かなりの期間に

わたって住居などに利用されていたことが考えられる。この地層は、上面が踏み固め られ

て非常に硬 く、ようや くつるは じを使って堀り割るほ どであった。焼土層は、奥壁 より、

410翻の玄門部付近と、 520勁 付近の羨迫部の 2個所から検 出され いずれも直径が

40勁ほどにわたって、 力派 りの厚さの焼土が認められた。

遺物の出土状態

皇子塚古墳の出土遺物は、金環・霜Ffht(Agate)製勾玉・碧玉 (」 as per)製

管玉などの装身八 鉄製直刀・鉄鏃などの武鴇 轡、湘頸疵・ 提瓶 。器台形土器・ 高邦な

どの須恵恐 士師器焦 弥生式土器片(後 期箱脚 ])、 内耳土器片、古銭などであり、

特 rC「 穴」字墨書のある石皿の出土は 今回の出土遺物中で最 も注目されるものであっ為
(1)

また、「 信濃資料」は 皇子塚古墳の既 出遺物として、小工 の出土を記載 してい為

なか、遺物の 出土地点底 下表のとかりであるか、 熱 の距離の数値は、央壁 よりの距

監  (□ )一東壁よりの距絵  (V)一 西壁よりの距離で示 した。 出士遺物の検出された

層位は、古銭が覆土中から、 内暉土器片が床面より15～ 20翻上の地層から検 出された

ほかは、いずれも床面の敷石の間などから発見されている。

また、下表の出土遺物名に併記した独字は、 出士遺物の整理のため付じたものく 遺物

を特定するため族中 に記載 した。

物迫還土出
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第 3表 皇子嫁古墳遺物の出土地点 (単位 CM)

a 装 身具

b 武器・馬具・須恵器。墨書のある石

C 肉耳土器・ 古銭・ 弥生式土器

須恵器は、羨門部の西壁際に細顎瓶が口辺部を側壁に向けてかか払 その北脇に提瓶の

破片が側壁の積石に押し潰された状態で検出された。そして、器台形土器の外部は、その

東隣りに口辺部を下にしてかかれ 器台著眩 完全に失われていた。また、「 穴」字の墨書

のある石皿の破片は、提伽の上にかボさるような状態で発 見された。

その上層 15～ 20翻の羨道、かよつ呟 門部で検出された内耳土器代 焼土層の脇にい

ずれ も小破片となつて、土器だなりのような状態 で検出された。 この土器は 復元の結果

遺  物 名 金 環 3 命 塀 4 勾 玉 5 勾 玉 6 管 玉 7 管 玉 8

奥 壁 よ う 125 360 322 332 250 361

側 壁 よ り □-23 W-45 □-83 E-43 コー 35 コー 65

出 上 位 置 玄 室

遺  物 名 直 刀 14 鉄 鏃 16 轡  15 瓶・ 高デ下 墨 書 石

奥 壁 よ り 340～ 337 330 7251寸近 725

側 壁 よ り V-5 V-5 W 8 W-18付近 W-18

出 土 位 置 玄   室 ラミ    F弓

遺 物  名 内 耳 土 器 内 耳 土 器 古 銭 弥 生 式 土 器

央 壁 よ り 410 520 250

側 駐 よ り V-50 V-70 V-10 IB-20

出 土 位 置 】質     F弓 羨   道 玄 室
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浅鉢形士器 2個体分であることが判明した。この仏 玄室の覆土の中から、赤色塗彩のあ

る弥生後期の高好の小破片4片 と、士師器の好形士器片 14点か検出されて必る。

また、民丘の北麓と凍麓の周裾からは、施釉陶器の壷形土器片と須恵器のIT,壼・蓋な

どの破片が少量検出されている。

註 1 信濃史料刊行会 「 信濃史料 第 1巻上」 信濃史料刊行会

2装 身 具 (第 5図 )

この古墳か ら検出された装身具は 鶏璃製勾玉 2個、碧玉製管玉 2個、今環 2個などで

ある。「 信濃史料 」にょれば、状態は明 らかでないが、かつて旭ヽ玉を出士したといわれる。

石室を調査した時点の所 見では 玄室部の奥壁寄りの攪伴が甚しく、多くの部分で床面の

敷石が除去 されてかり、かなりの目1葬品がすでに滅失 しているものと思われる。

(1)勾 玉 (第 5図 )

検 出された 2イ画の寃旺の材質は、樹枝罵瑶 (mOSS aga te-5)と 、紅縞鶏瑶

(SardOn yx-6)で あり、前者は乳白色地に淡緑色の枝紋が走 り、後者は黄白色

地に淡紅縞の縞紋がハケ状に認められる。

5は短身匡な「 C」 字形を呈し、ょく研摩 されている。穿孔は「 c」 字上部に行なわれて

災     6

叩 O i 2 3 4 5

一 墾 ―

第 5図 出土遣物実測図(1)



い る力ヽ 二次的穿孔の痕跡はない。 6は「 コ」の字形 を呈 砿 肉側がやや角形に研摩 され

てぬる。穿孔 は「 コ」の字形 の裏面上部から行 なわれ、末端 の周縁は広 く円形に削られて

必る。
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第 4表  勾玉の形状 と計測値

(2)管 玉  (第 5図 )

材質はいずれも濃緑色の碧玉でつ くられ、 3は やや太形の円筒形、 4は細身の円筒形で

ある。穿孔は円心 よりわず力縁 辺に片寄 り、一方から主に工作されて、 3の末端の周縁は

広く円形に削られて研摩され、 4の 赤端は半円形に深く剰離している。器面はよく研摩さ

れてつやがあり、なめ らかに調整されている。

(3)金 環 (第 5図 )

2個の金環は、 いずれも銅地金に金箔をはり、 全面緑青に覆われている力＼ 部分的に鮮

やかな命色を呈し、製作時の面影 をとどめている。 2個はほぼ同規模で、わずかに精円形

につ くられ、環末端の間際は、 1が肉側で 1・ 5筋に対して、外側で 3激 とわずか開き、

2は両端とも 2・ 5筋 と平行 につ くられている。

脚 長  径 短 径 内 長 径 内 短 径 幅 厚  さ

1 2.8 1.65 1.5 0,65 0,75

2 2.65 1,5 1.35 0.65 0,75

第 6表  金環の計測値

＼ 長 さ

物 盟

上 面  径
%%

下 面 径
物 夕Z

上 面 孔 径 下 面 孔 径
物 物

二次的穿孔

3 32.5 13,0 13.0 あ  り

4 30.0 8.5 9,0 2.5 な  じ

第 5表 管玉の計測値
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3 武器・ 馬具  (第 6図 )

皇子塚古墳から検出した武器は、切先部が久損し/c鉄製直刀 1振 と、柳葉式平根鏃の破

ふ 茎の破片など5点である。馬具は直刀脇か ら検出された轡 1個 だけである。

(1)鉄 製直刀 (太刀 )(第 6図 1)

現全長が 59・ 5翻、平棟平造 りで、身の断面が二等辺三角形 を呈し、刀身幅が 2・ 9

翻、棟厚が 0・ 9勁 である。切先部は失,9れているわヽ 茎尻は平山型の張った栗尻で、茎

は振袖4-Jで ある。棒えの細部は、刀身全体がかなり腐食しているため明らかでない。

(2)鉄 鏃 (第 6図 2)

柳葉式の子根鏃鋒部 1点 と身・茎などの破片で、全体の形状は明らかでない。鋒部の幅

は 1・ 1翻、厚 さが0,6仏 身の太さは 0・ 8肋 XO・ 7翻 で丸形である。茎は丸形で

細ぃ絨維が付着し、箆被のある もの も認められる。

第 6図 出土遺物実測図(D
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(3)轡  (第 6図 3)

轡 金具は 玄門部西壁際か ら発 用マされた もので、一部を久損 しているが、か よそ形状を

知 ることがで きる。引手壷は棒状の引手の先端 を環状にしてつ くり、反対側を三連式の衡

に違結 している。 引手の現長は22・ 2弘 径が 1・ 2翻で、衛は両端を環状に曲げた径

0・ 7働、現長 8・ 3翻の棒状の鉄でつ くられ、外径 6・ 9翻の円形の鏡板を連結してい

る。

4土 器 (第 6・ 7図 )

皇子嫁古墳から検出されrc土器は、須恵器・施釉陶器・土師器・ 弥生式士器 fイ 内耳土器

などの完形品、かよび破片であり、石室肉から弥生式土器片と覆土中から内耳土器碁よそ

2個体分などが検出されたことは注目される。

(1)須 恵器 (第 7図 )

今回の調査で検出された須恵器は、羨門部で発用.さ れた完形の細頸瓶 と捉瓶ヽ高メ焦

第のき、墳丘の周裾か ら発 用された壷の破片などである。

a 細頸瓶  (第 7図 1)

羨門部西壁際から、口縁を壁側に向けて倒れた状態で検出された完形品である (図版与

口縁は外反 り内彎の嘴状を呈し、 日径は 7・ 4働、 回頸部は弱い弓なりのカープを描いて

胴部に接着し、最小径は 3・ 9翻である。胴部は径 13・ 4翻の 2個の好形土器をロクロ

整形によつてづ くり、口縁を合わせて接合した後、更に接合された胴部の上部に銀孔を穿

って口額部を接着している。従っく 底部は丸底で、瓶全体の高さが 19・ 15勁、口径

:器高の比が1:2・ 6につ くられてぃる。器面は青褐色で一部が酸化炎によって赤褐色

を呈し、ロクロ痕がょく残っている。

b 提 疵  (第 7図 2-1・ 2-2)

羨門の西側壁際から、積石に押し潰された状態で発見され、復元の結果ほぼ完形の捉瓶

となつた。日縁は外反り嘴状で、強い稜角をつくり、口径が 7・ 25翻、 口頸部の径が4

・ 2勁 で弓なりにくびれ、なだらかに胴部に続いている。胴部は 2個のメを接合して痛球

形につくり帯肩に 2個の釣状の耳をつけている。胴部の正面は正円形で径八  14・ 8翻

(2-1)、 断面の横径が 10・ 2翻 で (2-2)、 一面がやや球形、反面はかよそ平面
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につ くらな 上部に頸孔を穿って、別につくった日頸部を接合している。器面は青褐色を

呈して、 ロクロの擦痕がょく残り、器高は20,4働 である。

C 高杯・器合形土器 (第 7図  4・ 5)

提瓶の東脇から 5の器台の杯郡八 更に南脇から4の器台郡破片が検出された。坪部の

口径は 12・ 8防く 口縁が緩 く内彎し、やや立ち気味に反って下胴に続いて仏る。器面

の中胴と下胴には、長方形の孔がつくられ、それぞれの上方に 2条の凹帯力核1ま れている。

器面は青褐色を呈し、部分的に緑釉がかかり、また内面には黒い班点がみ とめられる。器

体の形状は 焼き崩れによっく かなりゆがんでいる。 4の器合部は整形がよく、底部は

緩く開いて末端を斜めに削り、噌状につ くられている。器高 :底部径の比は 1:1・ 3で、

器面は灰褐色を呈し、ロク ロの擦痕がょく残っている。

d 有蓋邦 (第 7図 6)

蓋部の破片で、 口径が 14勁、唆状外反 りの口縁の上魚 太い嘴状の鍔をつけ、緩 くカ

ープして上胴に続いている。器面は青褐色を呈し、 ロクロの擦痕がよ く残っている。

e  =E

いずれも刀ヽ破片で、器形は明らかではないが、器面のぇたき目の上喰 緑釉がかり、肉

面には青海波支のたぇき口がつけられている。

(2)施 釉陶器 (第 7図 3)

直口壺の口辺部と上胴部の破片が、墳丘の北麓周裾から検出された。 日縁は緩 く外反り

して、 日径が13・ 4働t頸部で「 く」の字形にカーブして、張りのある肩に続いている。

胎土は淡黄褐色を呈 し、肉面に緑釉がかかって体る。胴部は破片の/cめ、全体の器形は明

らかでない。

(3)士 師器

好・ 高年・奏形土器などの小破片で、規模・形状は明らかでない力、 いずれも石室内か

ら検出されている。

(4)弥 生式土器
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赤色塗彩のある箱清水期の高耳の小破片で、石室内から検出されている。

(5)内 耳土器 (第 6図 5。 6)          °

5の Elaは綬く外反りし、 口径 24・ 1働上胴でわずかに尋なうの外反リカープを推膵

て、内彎気味に底部に続いてい為 底部は平底で、径 23・ 1初、器高が17働である。

器面は茶帽色を呈し、かなりのススが付着 し、内面には 2個の環状の把手がつけられてい

る。 6は 口縁から下胴にかけて、緩 く弓なりに外反 りし、下胴で困彎して平底の底部に続

ぃている。器面は茶褐色を呈して、かなりのススが付着し、肉面に2つの環状の把手がつ

け られている。口縁の径は 29,6勁 、底部径が 19・ 9翻 で、高さが 20・ 8働である。

2個の器形は、必ずれも浅鉢形で、器面の状態と出土状況か ら推考して、煮炊用に使われ

団 Oi2345   Ю

第 7図 出土遺物実測図(3)
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ていたものと思われる。

「穴」字墨書のある石器 (第 6図 )

羨門郡西偵」壁路り 提瓶の上に、 これを押し潰したような状態で検出さな 石皿の左隅に、

上から矢印、F状の枠、その中に「 穴」の字が記されている。台の石は、安山岩 を用いぇ

石皿の破片く 平面形が横 19・ 7仏 縦左辺 11・ 6翻、右辺8・ 5翻 の梯形状を呈し、

断面は横 21・ 7翻、左辺高さ6・ 9勁、右辺高さ 3・ 8翻の楔状そ呈する。石皿の表面

は、緩 くくはんで摩滅し、永年の使用がうかがわれる。出土地点は、墓前祭に使われたと

思われる細頸瓶の完形品 (第 7図 1)、 提瓶の破片 (同 図 2)、 高年片(同 図 4・ 5)な

どを伴出した比較的裸海の良好な部分であり、これら伴出土器と同期り 遺物と考えるの力ヽ

最 も穏当な推考と思われる。しかし、 この墨書石器力＼ どのょうな意味をもつの八 必ず

しも明らかでないが、次項で年代の推考とともに、若千の考察を試みたい。

古 銭 (第 5図 )

玄室内の覆士上層から検 出された古銭は 開元通宝 (10)・ 咲楢元宝・皇宋通宝 (1

1)・ 元豊通宝 (7)・ 政和通宝 (9)・ 嘉定通宝 (8)な どの唐銭・北宋銭・南宋銭な

どと寛永通宝 (12)1枚 である。 出土地点は、西側壁的 奥壁より90勤付近が大部分

く  1枚が西側壁より80制、奥壁より337翻の玄門郡付近である。 このうち明道元宝

・皇宋通宝・元豊通宝・政和通宝・嘉定通宝などの宋銭は、質の悪い私鋳銭で、寛永通宝

と伴出していることなどから、江戸期にここで博打 をやつたとの伝承を裏書きするもので

あろう。
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察考

1 塩 田子 にか け る古墳 の立地

塩田子には古瑣時代中期に比定される王子塚古墳をはじめ、南西面する小牧山塊の東山

を中心に、東信地方最大級と推考される古墳時代後期の下之郷響墳群があり、その数76
基を数 えることができる。

塩田平には、産サ||を 中軸として、西山麓に腸)||、 東山麓に尾根川が流れ、その下流の縫

合線を、西には追開沢,Ik東には尻無ナ||が流れてぃる。そして、産川系rrcは砂質壌土、湯

川系には強粘土、尾根川系には砂砕質壌土 と三つの川は、土質の組成にも大 きな役割を果

して きた。塩田平はこれらの河川を骨組 として、南方から北方に向って狭隣となる扇状を

呈し、中軸の産川流域地籍を中心に、上流の山麓扇状地―帯には、縄文前期ごろから弥生

後期・ 古墳時代・歴史時代にわたる広範な遺跡力分布し、河)||の 流域では縄文期の遺跡が

川沿いにやや下降している。また、中流地域では、河岸段丘上や自然堤防状の微高地に、

弥生後期か ら古墳時代・歴史時代にゎたる遺跡が多く、特に産川中流域の上本郷・五加、

そして古安曽地籍の北部には、分布が濃密で出土遺物の量も多く種類も多様である。この

生活面に対して、泥宮地籍のよも なl_A湿地が広く生産面として利用され、しだぃrc酒漑 の

発達によつて、耕地の拡大力石 なゎれたものと思われる。

塩田平の古墳は、大部分がこれらの遺跡群や生産面を眺望する丘陵台地や山腹、あるい

は山麓・扇状地上にあり、また、南西面の小牧山塊の山腹や山麓に、東信地方最大級の代

表的な群集積が形成されている。この群集墳は、径 20物～ 30協前後のBク ラスの円墳

を中心にして、 lo筋～ 15脇前後のcク ラスの円墳が独基でこれとブロックをつくり、

地形に沿って、いくつかのプロックが集帝てプロック群を形成し、更に大 きくは東山古墳

支群と紅平LH古績支群・ 雲雀古績支群となり、全体として下之郷誉甕群を構成してぃる。

雲雀古墳支群は、立地からみれば、丘陵台如 卜に分布するもので、この立地に分類され

るものには、上国女子短大裏の前中山古墳、山田の横山塚古墳・北ノ沢古墳、八木沢の池

田山第 1・ 2号墳、保野の日粥塚古墳などがある。皇子塚古墳は、女神岳東麓に発達 した

舌状台地の脊梁上にあり、限下に塩田平を一望する絶佳な立地粂作にある。この古瑣も、

塩田平の分類では、‐応 このグループにいれてょぃであろう。

第 3の立地は、扇状地上 rc分布するグループで、産川沿いのクチアヶ塚右損と東紺屋村
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古墳・ 宮原第 2号績、別所の将軍塚古損 。上塚古墳・ 大塚古墳、尾根川沿いの平井寺古墳

・町屋古墳 。三門寺古墳などがある。そして、塩田子における最古・ 最大規模といわれる

王子塚古壌も、このグループに入る古墳と考えられる。

皇子塚古積は、産川西岸の豊富な遺跡群と生産面に対応するものであることは、この地

域 の古墳の分布からみて明らかである。しかし、王子塚古損との関係や、クテアケ塚古慣

。東紺屋村古墳 との編年的関係は、これらの亡墳の調査資料が充かでないこともあって、

現段階では解明することができない。また、皇子塚古墳に対応する生活面 (集落 )、 生産

面の関係も、一つにはこれら遺跡の調査が、表採による分布調査の域を出ていないこと、

根本的には文献史料を伴わないこの時期の研究の限界といえる。藤森栄込発生は、「 信濃

諏訪地方古墳の地域的研究 Jにおいて、多くの示唆を与えている力ゝ 多くの古墳研究は、

壌墓としての古績の追究にとどまり、生活・生産という社会構造、あるぃは支配関係や構

造という側面を久いている。われゎれ研究者は、このことを深く反省しなければならなぃ。

丘 。石室の規模 と構造か らみた皇子塚古墳の考察

皇子塚古墳の墳丘は、東酉径と南北径がともに 14.8物、高さが3_3陶 という規模の古

墳時代後期の cク ラスの盛土円墳である。規模の点では、他田塚古墳の原西径 17.2躍、

南北径が 18.5″ 、高さ力鞘 酉麓約 4筋、北東麓約 3″ より小 さく、更に他田塚古墳北原

の塚穴原第 1号墳の径約 27.2%、 高さが約3.2脇 よりも、更に小規模である。そして、

構造上 も盛土によって構築し、周裾に葺石を用い、墳丘にも部介的に葺石を認める比較的

普通の手法によってぃる。 こぅして墳丘の面から考察する皇子塚古墳は、格別問題にすべ

き所見はなく、むしろその優れた立地と皇子塚古墳 (あ るいは王子塚古墳 )と いう名称の

由来rc興味がもたれる程度であり、立地の点か らは、 この地域を支配し、代表する者の墳

墓であることが、十分 うなずける。しかし、それが直ちに伝承のごとく、塩焼王、ぁaヽは

その子栄の墳墓 rc結 びつけら加́るものではない。この伝承については、 1喚の 12ペ ージ

で考察したので、本頂では重複をさけるため、記述を消略した。

皇子嫁古墳の石室は、奥壁幅 :奥行 き全長の比が 1:3.02に つくられてぃる短躯な

袖なし型横穴式石室である。袖なし型横穴式石室の分本は、観左までの調査では、塩田平

一円と依田刑洗域を東限とする地域、千曲川の北岸では依田下流の和洲些郡ヽ西部は腸川

西岸の川西丘陵付近と考えら加‐る。こ♂
'依

田ナ
「
Iと 和の境界地域では、神なし型と両袖型の

石室をもつ古墳が混在し、神サIIの流域では、両袖型と片袖型、あるいは片和が縮約した両
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袖型が混在 している。これがどのよ うな理由 rcょ るものか、現在の段階では十分解明斉加_

ていない。尾崎喜速錐氏は、袖 なしA_lを 最古 も古い形式 とし、堅穴式石室の狭壁の一つを

うちぬいて、墳丘外部に開日したものとしてぃるが、_日、地方では神無Zi」 横穴式石室が終

末期の群集墳の中1に存在し、「 コ」の字形勾 玉など新しい時期の副葬品を伴い、少 くとも

この地方の古墳の調査結果 とは一致しない。現在までの調査結果から推考す加′ば、石室に

み られる神なし型 。両袖型、あるぃは片袖型や両袖型の片袖縮約形式は、いず加_も その形

式の中に、新旧の年代的魔化をぅかがうことができる。こうした資料を総合すれば、前に

も論及した力ゝ 石室の形態的差異は、地域的政治的勢力に関運する文化的な要素の影響に

よるものと考える。袖なじ型石室の編年は、狭長な石室か7世紀初頭からはじなり、 7世

紀中ざをか らは短躯な箱形の石室が出現するとぃゎ加_る 。

第 7表 石室の形態と計預1値 〔。調査済 (未 )未調査 △片袖縮約型〕

第 7表の奥壁幅 :石室奥行 き全長の比によって推考すれば、他絵 古墳が 7世紀はじめ

の築造、蛇川廣響墳が7世紀中ごろ、神轡撃百積が7世紀後半の中ごろの築造と考えらね

るので、皇子嫁古墳の築造年代は、 7世紀後半の末期に近い時期 と考えてよかろう。

また、斉農忽博士は、側壁や奥壁の石積について、直立廷に対して天丼に向ってしだぃ

に持ち出し、縮的する形式をより古 い形式としている。因に他田塚古墳の側壁は、天丼に

古 墳 名 形 式

玄  室 (CM, 羨 道 (CM) B tt C

AA奥壁幅 高   さ L奥行 き じ奥行 き 羨 門 幅

。皇 子 塚 4FHな し型 202 208 400 210 148 1 :3,02

。他 田 塚 165 250 630 365 145 1:6

。神 宮 寺 両 袖 型 217 218 445 325 129 1:355

由浦  野 245 180 552 11224

齢塚   田 ″ 128 133 238 119 83 1:2.72

。蛇

２
，

原 157 215 306 359 97 1:4.2

将 軍 塚 △両袖型 190 290 500 350 150 1:4.4T

鉾新昼 1号 △  ″ 196 335 155 100 1:2.5

内塚  穴 片 和 型 173 146 260 110 1:213

。下 青 木 180 115 345 315 104 1:3.66
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向っておよそ15° 縮約し、神官寺古損は約 10° (玄室中央は、側壁がせり出し、現状

は部分的に約 15§である。しかし保存のよい部分の数値は、約 10° )であるcこ れら

に比して、皇子塚古墳の石室は、保存のよい玄室部が約 5° で、にとんど直立壁に近 く、

崩落している羨道部は 12° 前後の勾配をもつ。この計測値の編年は、およそ形態比の編

年と一致 し、皇子塚古墳の築造年代を決定する根褪と考えることかできる。

また、側壁の石積みは、ぃずね́も上音bに 面のある自然石を乱積み状 rc小 日積みにしてい

るが、他田塚と神官寺古墳の基礎石は大型であり、奥壁の石債みは前者が基礎に2枚の大

石を並べて、上部を小日積みにしてぬるのlrC対 し、後者は上下に2枚の平石を重ねて築造

している。後者の築造法は、東部町和の蛇川原古慣と同じ手法で、側壁の基礎石は、蛇川

古墳よリー見してかなり大きい。しかし、他田塚古禎と蛇川原古墳の基礎石は、いずれも

面のある角石であるが、神宮寺古墳は大きな板石を立てて用いている。そして皇子塚古墳

の基礎石は、かな,小型化した平石を用い、央壁 にも特に大 きな石は使ゎれてぃない。こ

の変化を編年す加́ば、 7世紀はじめの側壁の基礎 rcは、かなり大型の角石が使われ、 7世

紀中葉 ごろに向ってしだいに小型化 し、 7世紀の後半には、これに代って見かけの大 きい

板石を立てて使 うことrcよ り、大石を違ボ労力と経費を節減し、これもしだいrC小型化し

て、末期には外見上では中葉の石積みに似たものになる。 これは大化の改新を経て、中央

集権的律令国家に隷属し、経済的にもしだいrC弱体化した地方豪族が、権滅のシンボルと

もいえる墳墓に最も深 く投影した実態を伺い知ることができる。現在までの調査で収集し

た終末期の上田市肉の古墳の資料は、すべてか基礎石に中規模以下の板石を立てて用い、

外見上を大きく見せるよぅにしたものであった。

3 出土 遺 物 に 関 す る考 察

装身具の勾玉は、第 5図 5・ 6の 2 1Blだけである力ゝ 5は C形に近いが、前期のような

スマー トさはなく、太 く鈍重で、 6は 明らかに終末期の硬直した「
ヨ」の字形を示してい

る。 2個 の管玉は、碧玉製で形は比鞍的大 きい力＼ 太形の後期の特色を示している。しか

し、玉類の組み合わせは、出土量がきわめて少なく、構成を推考することかできない。

須恵器は鬼高Ⅱ式年行鞘と推考され_る9細頸瓶の手汝と形態は.飯田市川路の殿村第 1

号墳出土の瓶に類似するが、皇子塚出上の瓶は、日頸部がやや短躯で太形でぁる。細頸瓶

の日頸部の編年約変化は、やゃ短躯な太形の形態か ら、長頸・細形の形態rc変化するよう

である。

また、提瓶の器形は、他田塚古墳出上の瓶に比して、日頸部が細身で、手法はたたき目
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を用いず、ロクロ整形している。しかし、高不器台部の器形 a手法は、他田塚古墳出± 7)

杯に近似し、ともrC有窓であるの

有窓の器台形土器の用途は、墓前祭 rc際 して、神酒などを供献する組頸瓶をのせたもの

で、器形は高J不より内彎のカーブが強 く、不都の底も五領期の上師器と同様に有子とで塞が

れてぃない。

このようrC皇子塚古墳出土の須恵器は、県下 lrcも 比較的類伊」の少ない完形の好資料を検

出しているが、こね_と 比較検討する出土資料が乏しく、今後の調査の進展に期待 して、再

検討の機会を得 rcぃ と思っている。

更に上層から検出した内耳土器は、 ススの付着状態などから、煮炊用の土器であったと

考えら加́る。古損内から内耳土器の検出例は、東部町和の蛇川原古墳でも知 られ、どのよ

うな状況の下であつたか明らかでないが、開口された古墳の石室が、中世の一時期各地で

居住用 に使われてぃたことが知 られる。

検出された武器の鉄製直刀や鉄鏃、そして馬具の轡は、ぃずれも腐食が激しく、また一

部が欠損しているので、詳細に検討できない部分が多い。しかし、直刀は他田塚や蛇川原

古損出上の太刀のように、金銅装などは認められず、極めて質素で実用的な棒えである。

また轡金具も、引手と円形の銃板、工運の行といった機能上の最f_Rの構造を残 して、立聞

など一切の飾 りを捨ている。こうした副葬品の細部に、被埋葬者の質素な武人的性格と、

7世紀後半という歴史的時期の中央集権的律令体制下における地方豪族の姿を伺い知るこ

とができる。

4 皇 子 塚 古墳 の 築 造年 代 等 の考 察

前 3埃で考察した諸点を総合すれば、皇子塚古償は、 7世紀後半の終末に近い時期 に築

造され.た ものと考えら加‐る。そして、被埋葬者は、地方豪族としての武人的性格をもつ人

物のよぅrCLぇ らね_る が、他田氏との関係は推考すべき資料が乏しいので、今後の覇究 に

待たなければならない。

伝承との関係でも問題になる追葬は、 2次的棺床は認められず、行なわれたとしても、

同期の限定された時期に、同族の範囲の追葬程度が推考 されよぅ。調査の所見では、出土

遺物の時期に余 り多 くの差異がなく、また捜群 のために、厳格な分折ができないことを配

慮しても、上記の権考に大過はあるまい。しかし、石室外の墳丘周裾からは、やや新しぬ

施釉陶器片などが検出されてぃるから、被埋葬者に関運するものか、頁脇の皇子権現に関

府 るものかは明らかでないが、いず加́にしても墳丘の東麓付近で、なにか?祭礼的供献が

行なわ加たと考 えられよ う。

―-35-



そ して、錬倉 期の後半ごろには、すでに石窒が開口さな 一時的に居住の場 とな り、江

戸期以後には、 伝承のごとく、博打場等 に利用され/cこ とが、 出士遺物等によつて明 らか

である。

5 「 穴」字墨書のある石器

この石器咀 完形の細頸瓶の脇から、同じ層位の提瓶の破片の上に、これを押し潰した

ょうな状態で検出された。従って、 この石器 (組文期の石皿の破片を利用したものと思わ

れる)に書かれた「 穴 」字◆墨書は、これらの須恵器と併行する時蛾kすなわち鬼高 I期

のものと考えられる。県下で古墳内から墨書土器が検 出されFc例 は 佐久市■柴柳古墳出

土の「 久」字墨書の高台ナ下・プ不(士師器 )と 長野肯松終の大室古墳群北浴支群第 42よ告

墳出上の高合付皿底部 (須恵器 )の 2例がある。前者は第 1棺床から出士した国分期の士

師器く 8世紀後半の追葬時の副葬贔 後者は、墳丘裾部から出士した須恵器く 古墳に

直接関係のない遺物と推考されて仏る。 これらに比して、皇子塚出土の墨書石器は、伴出

した須恵器の時期か ら7世紀末ごろと推定され、石器に書かれた墨書としても注目される。

墨書の「 穴 」字は、「 今昔物語腎の『 我ガ死ナムロハ穴 ノ同クツテ共二可里シ』とか、

「 漢署l♀哀帝寵の『 死則同穴』、あるいは「 玉善」の『 穴、家墳也』のよりに、墓穴の意

味にも使われている。出土位置から「 穴 」字墨書の石器は、墓穴を意味する「 穴 」の字と、

石室 を描いrcr形の絵(そして上の矢印は方向を示したものと考えrtレも しか呟 こうし

た特殊な遺物は、比較すべき事例がないので、先学諸兄のご示教をいただきたモ
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註10 小林幹男「 蛇川原古墳緊急発堀調査報告書」 1974 東部町教育委員会
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註11 小林幹男「 神宮寺古墳調査報告書」 1974 上国市教育委員会

註 12 斉藤忠「 日本古墳の研究」 昭和 37年 吉川弘支館

註 13 土屋長久「 佐久廂岩村田東一本柳古墳緊急発堀調蔭報告」長野県考古学会誌13

註 14 大室古墳群調査会「 大室古墳群北谷支群緊急発堀調査報告書」長野県

註15 山田孝雄「 今昔物語集三」日本古典文学大系24 岩波書店

註 16 諸橋轍次「 大漢和辞典 巻八」 大修館書店

今回の調査は、「 皇子塚古墳 」が上田市指定文化財となったのを機会に行なわれた。調

査の施行 と報告書の作成に当つて代 できるだけ事実に即して忠実に、細心の注意を払っ

て記述じた。この報告著勢ヽ斯学のために、そして文化財の保護と保全つ ために、少 しでも

役立てば望外の喜びである。 もし私の願いが少 しで も満されるとしたら、それは談産に協

力された諸君の献身的努力と、上田市教育委員会をはじめとする関係機関の文化財保護ヘ

の熱晴の賜物である。ここに重ねて深く敬意を表 し、感謝を申し上げる。

「 皇子塚古墳」は、われわれ上田市民の財産であると共に、またわれわれ民族の専い遺

産である。文化財保護の現状凪 必ずしもこうした認識の下で進んではいない。特に、「 皇

子塚古墳 」の現状は、すでに羨道部がつつ き、玄室音Ьも早急に保全措置をとらなければな

らない。上田市当局をはじめとして、市民のあたたかい保護と愛護の努力を期待してやな

な 鳴 1974年 11月   小林幹 男

上 田市 指 定 文 化 財
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